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環境アセ ス メ ン トに おける逆転層形 成時の 拡散予測条件

○市川 陽
一

， 門倉真二

（財）電力 中央研究所

【は じめ に】発電所 の ア セ ス メ ン トに関す る具体的な手続きや調査 、 予測、評価等 の 内容 は、経済産業省原

子力安全 ・保安院 の 「発電所に係 る 環境影響評価の 手 引」
1）
に 記載され て い る。本手 引は 昨年 、改訂 され 、そ

の と き に 特殊気象条件下 の 予 測が加 わ っ た。報告者 らは、逆転層形成時、内部境界層発達に よるフ ユミ ゲー

シ ョ ン 発生時 をとりあげ、拡散予 測 を行 うときの 計算条件に っ い て 検討 し た。本成果を以下で は既報
2｝
と呼ぶ。

逆転層形成時、フ ユ ミ ゲ
ー

シ ョ ン 発生時に は、それぞれ逆転層下端高度、内部境界層の 厚 さを決め る比例定

数が重要なパ ラ メータ で ある。既報 で は、パ ラ メータ値 として 、逆転層下端高度に有効煙 突高、内部境界層

の 厚さを決める比 例定数に 6を用 い る と、観測値 と比 較 した とき に 過大に な り過ぎな い 程度に高 い 濃度を予測

し、ア セ ス メ ン トで合理 的 で あ る と い う結論 を得た。本報告 で は 、逆転層形成時 の 予測 にっ い て少 し検討を

加 えた。

【煙流非貫通時の 逆転層下端高度】NOx マ ニ ュ ア ル の リッ ドを考慮 した 拡散 式を用 い る場合、
一

般には リ ッ

ド高さと して煙流非貫通時 の 逆転層下端高度を設定する 。 そ こ で、日本全国44発 電所、55の 環境影響調査書、

環境影響評価書などの ア セ ス 図書 に記 載され て い る高度別気温勾配階級別 出現頻度表 （少 し前ま で 高度 は50

m ご とに 8階級、気温勾配は安定時4階級が多か っ た） をもとに 、NOx マ ニ ュ ア ル の 方 法 に 従 っ て煙流の 突 き

抜け判定 を行 っ た。発電所 の ア セ ス メ ン トで は 、図に示す よ うに 区分高度 を設定 し、それ よ り高い 位置に あ

る 逆転を上 層逆転 （区 分高度の 2倍ま で を対象 にす る ）、低 い 位置 に あ る 逆転を ド層逆転と 区別 し て い る。両

方 にまたが る逆転は 全層逆転 と呼 ん で い る。55ア セ ス 図書の 区分高度 の 平均 は2．5× H 。、最頻値は2．0× Hoで あ

る （Ho ：煙突実高）。非貫通時 の 逆 転層 下端高度は 、55ア セ ス 図書 の 平均 で み る と、
．
卜層逆転 の 場合 L8 　

XHo 、

上層逆転の 場合 32 × Hoで あ っ た 。 なお、ごみ焼却施設 の ア セ ス マ ニ ュ ア ル で は有効煙突高に よ る区分を例示

し て お り、区分高度とい う用語 は 発 電所 ア セ ス に 特有 の ようで あ る。気象デ
ー

タ を整理す る上 で は 、風速 に

よっ て変化する有効煙突高 で はなくて 、風速に依存 しな い 区分高度が便利 で ある。

【拡散予測条件 の 考察 】発電所 の ア セ ス メ ン トに お い て 、十分な環境保全措置が講 じ られ る 場合 には、調査

の 簡略化 が認め られ 、高層気象観測 もそ の 対象 となる。高層気象観測を実施 し な い 場合、過去 の 事例 の 活 用

と、高濃度を予測す る条件を使鼡す る とい う観 点 か らは、リ ッ ド高 さとし て 下層逆転の 下 端高度 （1．8× H 。）

を設定する方法が第
一一一に考え られ る。しか し、既報 の 結果に よ る と、リッ ド高 さを2× Hoに設定す る と過 大 予

測 に な り過 ぎた。つ ま り、2× Hoよ り低 い 下層逆転の 下端高度 で は 、よ り
一

層 の 過大予測 になる。既報 の 事例

で ア セ ス メ ン トと して 合理的 な結果 を示 した 有効煙突高He とHo の 関係 を平均 と し て 求める とHe ・3．2 × He と

なり、上層逆転 の 非貫 通 時 の 逆

転層下端高度とHo の 関係 と　
・
致

した 。 燭 に係 る数値の
一一

致 は 偶

然 で あるが、拡散計算上 は 上 層

逆転 の 下端高度あるい は有効煙

突高あた りまで 煙は上昇する と

した方が よ い こ とを裏付けて い

る。高層気象観測データ か ら逆

転層形成時の 予測条件を設定で

きな い 場合は、リッ ド高 さと し

て 、風速 と大気安定度 の 組み 合

わせ の もとで有効煙突高を計算

す るか 、過去 の 事例 に お け る 上

層逆転の 下端高度を利用する の

が よい と思 われ る。
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